
　

猛
暑
の
夏
が
終
わ
り
、
朝
夕
の
涼
し
さ

も
増
し
、
秋
の
気
配
が
次
第
に
濃
く
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
号
は
、
七
月
上
旬

に
京
都
に
て
開
催
さ
れ
た
第
三
回

J
C
O
M
M
の
報
告
を
中
心
に
お
届
け

し
ま
す
。

　

去
る
七
月
四
日
ー
五
日
、
京
都
市
国

際
交
流
会
館
に
て
、
第
三
回
日
本
モ
ビ
リ

テ
ィ
･
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
酷
暑
の
中
、
約
三
百
八

十
名
の
方
に
御
参
加
い
た
だ
き
、
発
表
に

関
し
て
も
口
頭
発
表
十
八
編
、
ポ
ス
タ
ー

発
表
六
十
五
編
と
第
二
回
を
上
回
る
盛

況
に
終
わ
り
ま
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
い

た
皆
様
、
ま
た
準
備
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
事
務
局
の
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

【会
議
概
要
】

　

会
議
の
前
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
開
催

地
で
あ
る
京
都
都
市
圏
に
お
け
る
M
M

の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
、
「
か
し
こ
い

M
M
の
使
い
方
」
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
く
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
二

つ
の
講
演
と
第
二
回
J
C
O
M
M
賞
の

授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
一
日
目
の

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
A
・
B
、
口
頭
発
表

（
M
M
行
政
の
展
望
）
を
終
え
た
後
の
懇

親
会
で
は
、
京
都
市
国
際
交
流
会
館
内

の
会
場
で
、
様
々
な
意
見
交
換
と
熱
い
議

論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

　

二
日
目
も
「
M
M
の
社
会
的
便
益
」
「
学

校
に
お
け
る
M
M
」
「
M
M
と
ま
ち
づ
く

り
」
に
関
す
る
口
頭
発
表
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
加

　

え
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
ブ
ー
ス
セ
ッ
シ

ョ
ン
な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
構
成
さ

れ
、
M
M
に
関
す
る
様
々
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
第
一

回
、
第
二
回
J
C
O
M
M
に
引
き
続

き
、
今
回
も
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
、
大

変
高
い
人
気
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
示
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
口
頭
発
表
の
各
セ
ッ

シ
ョ
ン
に
関
し
て
も
、
昨
年
以
上
に
満
足

度
の
高
い
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
今
年
の

口
頭
発
表
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
、
テ
ー
マ
を
絞
っ
た
構
成
と
し
た
た

め
、
論
点
を
明
確
に
し
た
議
論
が
で
き
た

こ
と
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
興
味
の
あ
る
M
M
の
テ
ー
マ
に
関

し
て
は
、
図
の
よ
う
に
、
職
場
・
組
織
、
居

住
地
を
中
心
と
し
て
、
様
々
な
M
M
の
テ

ー
マ
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
自
由
記
述
欄

で
は
、
「
交
通
事
業
者
に
も
っ
と
参
加
し

て
も
ら
う
工
夫
が
必
要
」
な
ど
の
記
載
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
ご
意
見
を
踏
ま

え
、
こ
れ
か
ら
も
J
C
O
M
M
実
行
委
員

会
に
て
引
き
続
き
検
討
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
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三
月
号
（
二
〇
〇
八
年
）
に
続
き
、
金

沢
市
立
押
野
小
学
校
四
年
生
の
児
童

に
よ
る
標
語
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

一
つ
め
の
短
冊
（
右
）
は
、
バ
ス
レ
ー
ン
の

メ
リ
ッ
ト
を
さ
ら
っ
と
表
現
し
た
作
品

で
す
。
バ
ス
に
は
、
時
間
通
り
に
来
な
い

と
い
う
定
時
性
の
課
題
が
あ
り
ま
す

が
、
バ
ス
レ
ー
ン
が
あ
れ
ば
大
丈
夫
、
と

い
う
標
語
で
し
た
。

　

二
つ
目
の
短
冊
（
左
）
は
、
休
日
の
半

額
料
金
を
利
用
し
て
、
家
族
全
員
、
バ

ス
で
お
で
か
け
す
る
楽
し
い
情
景
で
す
。

「
今
日
は
半
額
だ
し
、
車
は
や
め
て
バ
ス

で
行
こ
う
か
」
「
そ
う
し
よ

う
！
」
と
い
っ
た
や
り
取
り
が

想
像
で
き
ま
す
。

1
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二
〇
〇
八
年
七
月
、
京
都
で
開
催
さ
れ

た
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
に
て
実
施
し
た
参
加
者
ア

ン
ケ
ー
ト
の
う
ち
、
次
年
度
開
催
に
関
連

す
る
結
果
を
報
告
し
ま
す
。
な
お
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
回
収
数
は
一
〇
一
票
で
し
た
。

▼
職
種
（
図
1
）
【
有
効
回
答
数
一
〇
〇
】

　

▼
望
ま
し
い
開
催
曜
日
（
図
2
）
【
有
効

回
答
数
一
〇
一
】

　
▼
ち
ょ
う
ど
良
い
参
加
費
用
（
図
3
）

【
有
効
回
答
数
九
十
七
】
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温
故
知
新
の
ト
ラ
ム
車
両

　

戦
前
か
ら
我
が
国
の
都
市
で
運
行
さ
れ

て
き
た
路
面
電
車
と
流
行
の
「
L
R
T
」
が

異
な
る
点
と
し
て
、
「
車
両
」
は
も
っ
と
も

わ
か
り
や
す
い
相
違
点
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
L
R
T
の
町
と
し
て
有
名
な
ス
ト
ラ
ス

ブ
ー
ル
と
、
二
〇
〇
六
年
に
L
R
T
を
導

入
し
て
成
功
を
収
め
た
富
山
市
も
、
低
床

で
窓
が
大
き
く
近
未
来
的
デ
ザ
イ
ン
の
車

両
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
最
新
型

の
車
両
に
乗
っ
て
み
る
と
、
若
々
し
い
デ

ザ
イ
ン
の
み
な
ら
ず
、
振
動
が
少
な

く
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
、
乗
心
地
も
よ

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

イ
タ
リ
ア
第
二
の
都
市
、
ミ
ラ
ノ

の
L
R
T
（
ト
ラ
ム
）
に
も
、
こ
の
よ

う
な
最
新
型
の
車
両
が
導
入
さ
れ

て
お
り
、
歴
史
あ
る
街
並
み
と
の
ギ

ャ
ッ
プ
が
新
鮮
で
す
（
写
真
①
）
。
た

だ
し
、
ミ
ラ
ノ
が
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
や

富
山
市
と
異
な
る
の
は
、
こ
の
最
新

型
車
両
だ
け
で
な
く
、
十
数
年
前

の
型
（
写
真
②
）
、
と
て
も
古
い
型

（
写
真
③
）
な
ど
様
々
な
タ
イ
プ
の

車
両
が
走
っ
て
い
る
点
で
す
。
意
外
に
も
、

乗
り
降
り
に
支
障
の
な
い
若
い
世
代
に

は
、
写
真
③
の
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
の
あ
る
も

っ
と
も
古
い
型
の
車
両
が
人
気
な
の
だ
そ

う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
最
高
の
乗
心
地
と

は
言
え
ま
せ
ん
が
、
木
製
の
折
り
た
た
み

ド
ア
、
シ
ン
プ
ル
な
丸
い
木
の
座
席
な
ど
、

生
活
の
足
と
し
て
愛
さ
れ
て
き
た
様
子
が

伺
え
ま
す
。

　

古
き
を
大
切
に
す
る
ミ
ラ
ノ
の
人
々
と
、

最
新
の
車
両
も
映
え
る
街
並
み
。
こ
の
バ
ラ

ン
ス
が
絶
妙
で
す
。

　

車
依
存
が
進
行
す
る
我
が
国
の
地
方
部

の
交
通
を
考
え
る
上
で
も
、
参
考
と
な
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

写真①

　

写真②写真③

図1　アンケート回答者の職種(n=100)　

図2　望ましい開催曜日(n=101)　

図3　参加費用(n=97)　

　　

Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
に
は
、
自
治
体
や
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
方
々
の
多
数
の
ご
参
加
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
や
都

道
府
県
の
行
政
関
係
、
大
学
関
係
の

皆
様
も
、
多
く
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
交
通
事
業
者
か
ら
の
ご
参

加
が
限
ら
れ
て
い
る
様
子
も
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
同
様
の
点
は
、
自
由
記
述

の
中
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
Ｍ

Ｍ
実
施
に
あ
た
っ
て
交
通
事
業
者
の
皆

さ
ん
の
協
力
は
と
て
も
重
要
で
す
。
今

後
は
、
積
極
的
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る

よ
う
な
方
法
を
事
務
局
で
も
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

開
催
曜
日
に
つ
い
て
は
、
平
日
開
催

を
望
む
声
と
、
現
状
の
金
･
土
曜
日

が
よ
い
と
い
う
声
に
ほ
ぼ
二
分
さ
れ
ま

し
た
が
、
現
状
維
持
の
金
・
土
を
望
む

声
が
わ
ず
か
に
多
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
他
、
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
が
も
し
有
料
に

な
る
な
ら
三
千
円
く
ら
い
が
妥
当
で

は
、
と
い
う
声
が
一
番
多
い
と
い
う
結

果
（
図
3
）
や
、
「
も
っ
と
広
い
会
場
で

行
っ
て
ほ
し
い
」
「
概
要
（
数
百
字
程
度
）

だ
け
で
な
く
、
一
～
二
枚
の
説
明
資

料
（
論
文
ま
た
は
ポ
ス
タ
ー
の
コ
ピ
ー
）

が
配
布
さ
れ
る
と
良
い
。
」な
ど
の
自

由
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
次
回
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
は
大
分
に
て
、
昨

年
同
様
に
国
土
交
通
省
と
（
社
）
土
木
学

会
の
主
催
で
開
催
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
そ
の
開
催
に
あ
た
り
、
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ

実
行
委
員
会
で
は
、
こ
う
し
た
参
加
者
の

皆
さ
ま
か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
を
参
考

に
、
よ
り
よ
い
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
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